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1.コンセプト 

最初の企画書 
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1.コンセプト 

修正された企画書 
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1.コンセプト 

企画が変わった理由 

  

 -最初考えた砂の模様を読み込んで音と画像認識し音響を生成
フィードバックすることから決まった音を出すことにした理由は似た
作品を検索しながら同じ周波数では砂の模様が同じであるので画
像認識より出してる周波数に関連させるのが効率にいいと思い、企
画を変更しました。 

  

 -そして最初行った実験では木の板で行いましたが、木の板の振動
を伝えるのが金属に比べ、敏感ではないので模様の変化は見られ
ますが、模様の形が繊細ではなく美しくないので素材の変化を行
いました。 
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２.実験と問題点 

実験の写真と問題点、解決した方法 

 

 

 

 

 

 

 

-鉄板で素材を変わって行った写真ですが素材を変更するだけではうまく振動が 

伝わらないので、本や他の作品を見ながら考えたら振動体が全体的に鉄板と 

あたっているのが問題だと認識し、１点接触に変わかました。 5 



２.実験と問題点 

 １点接触の設計図と実際物 

- 
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２.実験と問題点 

実験の結果 

 

-次の写真は１っ点接触で 

一つのスピカーを振動させて 

共鳴させてもらった砂の妙 

ですが振動が高くなるほど 

模様は複雑で綺麗に出ました。 
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２.実験と問題点 

実験の結果 

 

-次の写真は先の実験で 

分かった共鳴する振動の中で 

一番低い振動ともう一箇所の 

スピカーを振動し、共鳴させて 

お互いの振動に干渉し、 

新しい模様を見られるのを 

実験で確認した写真です。 
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２.実験と問題点 

 まだ改善されいない問題点 

 

 -実験をするたびに共鳴する周波数が微妙に変わることと急に
どんな周波数でも共鳴しない場合があり、問題の原因としては
スピーカで鉄板の支えているのでそれでスピカーの振動がうま
く伝わらないと仮説を立てて新しい設計をしました。 
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３. 作品完成のための問題点とこれからの目標 

 まだ実験の段階でたくさんの問題が発生しましたが、一
つのインスタレーション作品を計画し制作する中で思っ
たとおりにうまく進められないように問題点が発生し、そ
れが時間管理の失敗に繋がるのが一番第変な問題に
なりました。 

 

 まだ夏休みまでこの作品の実験や実勢策を進め、完成
まで引っ張っていくのが目標であります。 
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